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法科大学院に所属する民法講座スタッフは，円谷峻先生(以下では，先生と
呼ばしていただく)が， 2006年4月に明治大学法科大学院に赴任されて以来，
約十年の間ご一緒する幸運に恵まれ，公的の場である教授会や FD，後記の各
種研究会における的確で示唆に富む御発言をはじめ，講師控室などでの雑談中
におけるウイットに富む御発言などをつうじ，多数の貴重な御指導，数多くの
得難い学問的体験をさせていただきました。先生の学問的な業績などは，工藤
祐巌教授・中村肇教授など8名の先生方の共編による， r民事責任の法理・円
谷峻先生古稀祝賀論文集J(成文章・ 2015年5月〉における，序文，略腰・業
績目録においても，紹介されています。そこで，ここでは，法科大学院に所属
する民法講座スタッフを代表して，その一員である私(三林)が，授業などを
つうじて，先生から具体的に学ばしていただいたことの一端を御紹介すること
により，我々民法講座スタッフ全員が，実に多くのことを学ばしていただいた
ことを稽認し，それに対する心からのお礼と感謝の気持ちを表すとともに，先
生が古稀をお迎えになられたお祝いを申し述べたいと思う次第です。
まず，先生がご担当された民法の講義科目としては， r民法(総則・契約)j，
「民法(債権総論)j，r民法(損害賠償法)jがあります。後二者については，
関係判例を具体的な事実・ルールを示すという方法で法科大学院生の学修をサ
ポートする，円谷民法学の特徴を著す名著， r不法行為法・事務管理・不当利
得一一判例による法形成〔第2版J(成文堂・ 2010年，その初版は 2005年)，
「債権総論一一判例を通じて学ぶ〔第2版J (成文意・ 2010年，初版は 2008
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年)があります。また，前者の「民法(総則・契約)jについても，先生は，
これら二つの民法体系書と同じスタイルの主教材である， ~明治法科大学院
総則・契約教材 (00年度版)J(300頁を超える)を作成され，民法担当スタッ
フと院生諸氏に，授業が始まる前の 3月に無料で配付されておられました。
「民法(総則・契約)j.I民法(債権総論)j.r民法(損害賠償法)jの講義を担
当する民法講座スタッフも，院生諸氏と同様，これらの名著を通じて，授業の
準備をする際に多くのこと安学ばしていただきました。その際，特筆すべきな
のは. ~明治法科大学院 総則・契約教材 (00年度版についてす。この教
材は，毎年度かかすことなく新訂され，授業年度である 1年の聞に公刊され
た最高裁判例を含む重要判例を補充する改訂のほか，表現方法をより分かりや
すくする字句の訂正などがなされました。私は，このことをつうじて， この教
材を使用する院生諸氏に対する深い配慮もさることながら，学問に対する厳し
さ・謙虚さを学ばしていただきました。
また，わが法科大学院でも.r未修者教育の充実」が課題でありました。先
生は，その解決策につき，民法講座スタッフの FDの場において， rクラス数
を増やして，きめ細かな指導を民法から開始しよう」と提案され， I民法(総
則・契約)j・「民法(財産権)jにおいて， 2クラス体制の多人数教育から 4ク
ラス体制の少人数教育への変更がなされました。 4クラス体制の少人数教育を
実施してみると，院生の一人一人の理解度の程度を把握することが可能となり，
各院生ごとのきめ細かな指導をつうじて，一定の成果をあげることができまし
た。ついで，未修者教育の充実のために，文科省による l年次の履修制限単位
数が緩和された際には， I法律の勉強の基本は民法学修にあるから， ~債権総論』
を科目追加しよう」と提案され，その結果，それまで「民法(財産権)j，r民
法(損害賠償法)jの中で講義されていた「債権総論」の部分について，独立
した科目である「民法(債権総論)jとなり，それに伴って， I債権総論j，I財
産権j，r損害賠償法」のいずれの科目についても，きめ細かな指導が可能にな
りました。これら「未修者教育の充実」問題への対応をつうじて， I置かれた
状況の全体を把握した上で，その時点で最適な方向性を示される」という，大
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局的把握と的確な方向指針を示すことの重要性を学ばしていただきました。
次に，明治の民法講座のスタッフは. 20日年度現在，法科大学院8名・法
学部9名の合計 17名でありますが，先生は. 1"人事は，非常に大切であり，
『オール明治の発想Jが薫要であるJと力説され，法科大学院で行われた合計3
名に及ぶ補充人事についても. 1"所属は法科大学院になるとしても. ~オール
明治の民法スタッフの一員』としておこしいただくのである」と提案され，そ
の結果，法科大学院のすべての補充人事について，民法講座スタッフ 17名の
協力による民主的に選考がなされました。具体的には，まず，民法講座スタッ
フ会員が集まって，非採用者の年齢を決めて，具体的候補者を挙げる手続が，
ついで，各候補者の業績を挙げた上で，民法講座スタッフ各自が一定期間の聞
にこれを査読し，最後に，単記無記名の方法で投票による選考を行って決定し，
決定された候補者に就慌をお願いする際には. 1"明治大学の民法講座スタッフ
の総意で選ばれたことJ.それゆえ.1"所属は法科大学院になるとしても. ~オー
ル明治の民法スタッフJの一員として来ていただくこと」を明示して，お願い
するという方法が採られました。ここでは，組織全体の総合力を結集するため
の方法を学ばしていただきました。
この「オール明治の発想Jは，研究・研究会の場でも発展的に生かされ，
「明治大学民法研究会」自体は先生が赴任される前から開催されていましたが，
現在の「民法研究会」は，明治の民法講座スタッフと明治大学OBの民法研究
者，および，民法の博士後期課穂の学生・博士前期課程の学生を構成員として，
毎月一固定期的に開催されています。特に，院生が報告する際には，先生は，
その院生が発表されたテーマについて，学会における現在の到達点を示された
上で，報告者の報告の具体的な問題点在指摘され，その上で，報告者が今後そ
のテーマ研究を深める際の留意すべき方向性・指針を具体的に指導しておられ
ます。ここでは，適切な研究指導の方法を，具体的には. ~民事責任の法理・
円谷峻先生古稀祝賀論文集」の「序文」における表現をお借りして言えば，
「先生の学問に対する情熱と温かなお人柄」により，院生を含む「皆を実に懐
広くそして深く受け入れ」た上で，その指導方法は，ご自身の研究に取り組む
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厳しい姿勢を垣間見せながら， ~自ら泳いでみせて泳ぎ方を教える』ないしは
『背中を見せながら諭すJ指導」の方法を学ばしていただきました。
以上のように，先生は，天性の資質に加え，前任の横浜国立大学大学院の要
職を歴任されたご体験などをつうじ，常に全体を十分に見渡された上で，その
重要点・ツボを的確に把握し，その上で，その解決法を示され，まさに，大局
たいじん
的発想と的確な方向性を示すという大人的対応の重要性を示して下さいました。
円谷先生には，今後もご健康に留意され，ご研究のさらなる発展と一層のご
活躍をお祈り申し上げます共に，今後も，引き続き変わらぬご指導をお願い致
します。
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